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HO2ラジカルの不均一反応実験: NaCl,(NH4)2SO4エアロゾルとの反応

Heterogeneous reaction of HO2 radical: HO2 uptake to aqueous and crystalline aerosols
for NaCl and (NH4)2SO4
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OHラジカルは対流圏において、様々な大気微量成分と化学反応を起こし、それらの大気寿命を決定する重要なラジ
カルである。また、HO2ラジカルは OHラジカルのその貯留形態であり、対流圏での化学反応に大きな影響を与えてい
る。これら HOx(OH + HO2)ラジカルの総濃度はそれぞれのシンクとソースのバランスで決定されるが、HO2のシンク
として近年、HO2がエアロゾルと反応により消滅する不均一反応が重要であると考えられている。しかし、これまでそ
れらの研究報告はあまりなされてこなかった。本研究では、HO2ラジカルのエアロゾルへの取り込み係数を決定するこ
とを目的にエアロゾルフローチューブとレーザ誘起蛍光法を組み合わせた装置を用いて実験を行った。大気中での存在
量に近い HO2の数密度 (108 molecules/cm3)の条件下で、NaClと (NH4)2SO4エアロゾルを用い、状態、湿度を変化さ
せて HO2のエアロゾルへの取り込み係数を決定した。固体の NaClと (NH4)2SO4への取り込み係数はそれぞれ 0.01以
下、0.05以下 (RH20%)、液滴の NaClと (NH4)2SO4への取り込み係数はそれぞれ 0.05, 0.1 (RH45%)と決定した。液滴
の NaClへの HO2ラジカルの取り込み係数を本研究で初めて決定した。


